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った雛型交渉2) (Pattern Bargaining) の効果である九 「今や限られた数の基幹
協約がアメワヵ経済の全賃金構造を有効に規定する段階に到達した」めといわれ，







。A.M :R os~ ilnrl P. T_ Hartman， Changing Paltern OJ Industr叫 lConjlict， 1960， p. 160， 
小林英夫訳「労使関晶とストライキ」昭和41年， 236ベージ。く
2) 雛型尭捗とは! 般に基幹協約 (KeyBargain) .!::よばれる一つの協約そ標準あるいは見本
とし，とれを参照しながら行なわれる労働協約の主渉であると定義できる。JG. Seltzer， . Pat-
te..n Bilγgil;ning .mn the United Steelworkers". Jo山 -nal01 Polilical Ecc錨O幼少， Vol.LIX， 
Aug. 1951， p. 319 n 
3) J-H"'ckman， Wage DeterJ'附~ati01包 1959， p. 89 石田瞬次小野恒雄訳「賃金決定の基準j
昭和37年， 161ベー ジ。
1) J-T. Dll.nJ.op. "Amencan 、~age Determination : ThとTrendand its Signi負cance"，in 
Chamber of Comrnerce of U. S_， Wa.<;e 'Dete-r剛山:tiona吋 E同町即日 01Lzbe同l~sm ， 1947 
p_ 42 
5) G. P. Shu1tz and C. A. Myers，“Urlton、VageDe日cisionand Employment American 
Er.刊 flmir-RMJUl1il， VoL LX. June 1950， p. 362参照内























この年，統一自動車労働組合 (UnitedAutomobile vVorkers)は GM との交
捗において時間当り 15セソトの賃上げとフリ Y~; ・ベネフィットの改善とを要
求していたが， 5月25日， 11セγ トの賃上げが協定ぎれた。ぞの内の自セνt
は生計費賃金調整分で，残り 3セγ トは生活水準上昇の調整であったが，第一
回自の生計費賃金調整は1948年 9月1日に行なわれ，時間当り 3セγ 干の増額
7) その最も明確な表現は4池和男氏にみられる。小池和男「賃金」昭和41年。
雛型交渉と産業別骨働組合 (1肝) 23 
があっため。 その結果， 9月 1日以後は結局14セY トの賃上げということにな
った。その後 5月28日，グライスラ一社で18日聞のストライキの後， 13セγ
トの賃上げが協定された9h ついで 7月22日， フォード社でストライキが回
避され， 13セYトの賃上げとフリンク・ベネフィットの改善が 7月30日，キ
ャタピラー・十ヲグタ一社で13セントの賃上げがそれぞれ協定された。さらに，







1946年 2月 9日，統一電機・ラジオ・機械労働組合 (UnitedElecfrical， Radio 
and Machine Workers)はGMと時間当り 18%セYトの賃上げを協定し， 3月13
8) "Chrysier Stoppage: GM-Agreement "， Monthly Labo'Y RevieωVol. 66， No. 6， June 1948 
p. 644; 1¥-1.削thlyLabor RtJlIi回 Vo1.67， No 4， Oct. 194，0¥ p_ 411 なお，生計費賃金調整に
ついては次を参照。 N.M. Bortz，" Cost-of-Living Wage Clauses and UAW-GM Pact"， 
Monthlア Labo'Y RtJ1J昼間.VoL 67， NO. 1， J¥11y 1948， pp. 1-2 
9) 鉄鋼業では統一鉄鋼労働組合 (Umted Steelworkers) は7月16日， 13セ γトの時間当り
賃上げをU S.'A.テイ ル社で協定 17万人に適用された。リトル ステ， -，レ仕直ちに追随t-，t，": 
(ベスレヘム社で8万人j リパプリツグ社で 5万6千人に影響)0 M，叫tklyL品 orRevi凹 Vol
67， No， 3， Sept. 1948， p.305 
10) "Ford MotOT Co. "¥Vage Increase "， Monthly Labor R四 ew，Vol. 67， No. 2， Aug. 1948， 
p. 152; 1vlonthly L，泊。.Re.vie7IJ， Vol， 07， No. :1， Sflpt_ 1948， P 306; Monthly LabOf Review 
Vol~ 67， No. 4， Oct. 1948.， p.412 
11) H. M. Levin軍on， ""p此teTnRaTgaining: A C:ase Study of the AutoIDobi1e Workers 
Quarterly ]ou1'nal 01 Economics， VoL LXXIV， 1960， P 298， Table 1 
12) N W_ Chamb巴了1"'1η "CollA".t.ivA Bargaimng m the United States 1n A. Strumthal 
(ed.) ， Co山 mpora門 Collec制 eBargain叫開 SevenCO'附 tries，1957， p. 263 
13) 以下の協約の成立についてはそれぞれ次によっている 0"Electrical Workers Strjke ". _Mon 
thly Labor Reもiew. Vo1. 62， No. 3， March 1946， p.427; Monthly LabOf R四iew，Vol. 62， 
No. 5， May 1946， p_ R39; "Tndnstry-wide Steel Strike ". Monthly Labor Review. Vol. 62 
No. 3. Maぉh1946， pp 426-427; Monthly Labo1' Review， Vol. 62， NO.5， May 1946， p. 838; 
Monthly Lubor Re1!ic1fl， Vol. 6:1， No_ 2. Aug. 1946， p. 317; Ibid.， p.319 “American Sm 
elting and Refining Strike Terminated"， Monthly Labo1' Revuw， Vo1. 63， No.l， p. 86-87; 
M"叫hlyLa.bor R仰 icm，VoL 62， No_ 2， Aug. 1946， p_ 323; . The 1946.Agreement Mon-
thly L吋 01'RevzeW， Vo1. 63， NO.2， Allg 1946， p. 172; Mo耐 hlyLaboy Review， Vol. 63， No 
5， N ov. 1946， p. 837; M.ο叫hlyL叫01'Revi(J'IJυVol. 64， No. 2， Feb. 1947， p. 347 





Rubber ¥Vo出 ers)は 3月Z日，グッドイャー・タイヤ・ゴム社，ファイヤ一九
トン・タイヤ・ゴム社 BFグッドリッチ社， usゴム社と18苑セy トの賃上
げ壱それぞれ締結した。 さらに， 雛型は統一乳製品労働組合 (UniledDa町
¥Vorkers) とデトロ fトの業者との聞の協約に影響壱及ぼし 3月2日 18也
ソトの賃上げが協定された。 4月29日には国際沖仲士組合 (InternationalLong 
shoren目的 Association)の第333地方支部が18セントの賃上げを獲得した。非鉄
金属産業では国際鉱山・砕鉱・製錬労働組合 (InternationalUnion of Mme， Mil1 
and Smelter Workers)は 5月17日アナコ Yダ銅鉱山社から 6月15日にはケ
ネカット製鋼社， u s製錬・溶鉱・鉱山社から18%セントの賃上げを得た。そ
の他，機関士友愛会 (Brotherhoodof Locomotive Engi田 ers) と鉄道乗務員友愛
会 (Brotherhoodof Railroad Trainman) (6月22日， ハドソ γ・マンハヲタン鉄道
会社と)，統一炭鉱労働組合 (Unit吋 MineWorkers) (5月29日)，国際トラッグ
乗務員友愛会 (InternationalBrotherhood of Teamste目) (9月17日)， 鉄道労働










雛型実渉と産業別封働組合 (109) 25 
第1表産業別の雛型の影響力 (1945年8月18日 1946年5月1日)
|タバコ|菌室製品臨)製幅高|晶君毒事|造ー判事訴蔀;
雛型以上 2.1~略 13.2 66.5 13.1 4.7 2.0 8.3 15.2 
雄型(18-19セγ ト〕 0.3 11.6 28.6 75.4 2.6 97.9 90.8 44.4 
雛型以下 97.6 75.2 4.9 11.5 92.7 0.1 。.9 40.4 
合 言十 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 1日，.1 100.0 100.0 
賃金変化なし 9.7 17.7 1.5 2.9 12.5 1.9 17.0 18.4 
F. M. Jones and E. K. Bushman， "Post-war Increase in Basic Wage Rates"， IJdonthly 
La.bor R四"w目 VoL63， No. 3，Scpt. 194.6， pp. 311-3-15，より。
第2表賃上げ額階層別労働者の分布
(1945年9月一1947年 2月)
電量時繭得の|産業数|労働者数(セソト)I -，..~ I 千人)
5.0-7.5 2 34.8 
7.5← 10.0 6 832.1 
10.0-12.5 9 448.5 
12.5-15.0 13 1，666.6 
15.0-17.5 31 2，922.0 
17.5-20.0 43 3，721.4 
20.0-22.5 26 3，299.0 
22.5-25.0 14 2，261.4 
25.0-27.5 3 127.1 
27.5-30.0 6 444.8 











.JVIonthly Labo"i' Revieω， Vol. 63， No. 1， 






14) な札次を参照。L.G. Reynolds， The Structu向 。1Labor Market， 1951， pp. 171-172 
15) 自動寧産業の雌型交渉の現実については デトロイト地方の85社 1946-1957年目聞について
のνピンソソの調査kよる。なお この場合!離塑は賃上げ額のほかフリンジ・ベネフィットをも








雛型 E同-1 54 1 16 1 14 1 10 
雌型と同等 4 1 22 1 16 I 16 
雌型 tJ下 35 1 44 1 62 1 62 
計四 %1100%1 100~副 100%
会社数の計 85 1 85 1 79本 179キ
*閉鎖あるいは生産物の変化が大のため6
社が除かれた。
H ~Levm日n， ，ρcit.， p.1， Table Iより。
第5表協約の内容別労働者の分布
(自動京産業)
1MlM5011悶 lM協約の内容 .-..19491....1951 ~19571.-....1957 
雛型以上 9% 22 1 2 
縦型と同一 82 46 32 26 
雛型と同等 1 14 8 14 
雛型以下 9 18 58 58 
計 100% 100% 100% 100% 
労の働計者数 118，300 118，300194，5叩*94，5口3キ
*第4衰の 6社除去による減少。
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16) Ibid.， p. 299 
17) 鉄鋼業の雛型吏障については次を参照。 G.Seltzer， 0ρcit.， pp. 319-331;桜林誠「労働経済
学序説』昭和32年，第8章。
同陸型吏捗と産業別労働組合 (111) 21 
第7表会社の規模と雛型の影響力(自動車産業)
7-A 協約の内容別会社の分布
A -1 大会社 (5口D人以上)
|IMd1950|問 |1946協約の内容 ~19491~19551~ 19571~1957 
雛型以上 3'も 10 O 。
雛型と同一 81 41 33 23 
雛型と同等 O 22 27 27 
雛型以下 16 28 40 50 
100% 100 
会社数の計 32 32 ~30J 
A -2 中規模の会社 (500-100人)
協約の内容1;附 |195041町 71;陥~ 19491~ 19551~ 19571~1951 
雛型以上 10% 33 14 21 
雛型と同一 33 3 4 4 
雛型と同等 10 20 18 18 
雛型以下 47 43 64 57 
百十 1日00/0100 100 lUU 
会社数の計 30 30 28 28 
A-3 小規模の会社(100人以下)
協約の内容 461m511955J1946 ~194町~19551~19571~1957
雛型以上 9% 9 10 14 
雛型と同一 43 。 O O 
雛型と同等 O 26 。 O 
雛型以下 48 65 90 86 
計 100Qも 100 100 100 




協約の内容 ~19491 ~19551 ~19571 ~1951 
雛型以上 9'も 21 O 。
雛型と同一 86 49 35 28 
雛型と同等 O 14 8 14 
雛型以下 5 16 57 58 
言+ 1000/0 100 100 100 
| 労の計働者数 109，700 109，70C 86，200 86，20C 
B -2 中規模の会社
協約の内容 6lm|叩!日~19491 ~19551 ~19571-1957 
雛型以上 9'あ 39 15 21 
雛型左同一 31 4 4 4 
雛型と同等 12 17 18 19 
雛型以下 48 40 63 56 
百十 lOCザ。 100 100 100 
労の計働者数 7，500 7，500 7，200 7，200 
B → 3 小規模の会社
|1M|19印 1;師 |1M協約の内容 -19491-19551-19571-1957
雛型以上 9% 9 18 27 
雛型と同 36 O O O 
雛型と同等 O 27 。 O 
雛型以下 55 64 82 73 
計 1000/0 100 100 100 
労の働計者数 1，000 1，100 1，100* 1，IC白神
*除J卜された 2社の労働者の総数は50人未摘で
あるため。
H. M. Levinson， op. ci人 p.300， Table I より。





















18) N. W. Ch~mherlilin ， nt. r;it. p_ 262 
19) K Alexander，“ Market Practice and Collective Bargaining"， Jou州 al01 Polit~cal Eco 
倒的仰.y，Vo1. T文 TX No. 1， Feh. 1961， p_ 26 事照。
20) D J. Robert5on， Pactory Wage Structu仰酎2(1Nalional Agreements， 1960， pp. 58-59， pp 
18完 188
21) G. Seltzer， op. cit.， p.321，および，第1.4. 5吾参照。 しかし，この点a および雛型の影響
ノヲは大であるとする説に対してはパツグマンの反論がある。 J-Backman， ot. CU.， p. 72-74， 
訳書 135-137ベー タ。しかし，懐の分析は153産業を全体在して取り扱ったもので，各産業そ伺
用]にみたものではない@
22) A. M. ROS5 and P. T. Hartman， op. cd.， p. 167，訳書， 238へジ。
23) N. VV. r:hamberlam， ot_ czt. p_ 262 









United Sons of Vulcan となって酌，強力な組織となり. 1865年 2月，労働協
約壱締結，出来高賃率の固定に成功し，まもなく賃上げを要求，スヲイティ Y














自) 韓鉄了の賃金は1837年のトン当り4.2&ドルが1842年までに3-50ドルに低下した。J.s. RObinson， 
The Amalgamated Association of lron， Steel ωld Tm Work.ers， 1920， p. 10 n 
2fi) Ibid.， pp. 11-12 
27) J. R. Commons and AS5ociates， Histo叩 01Labor回 theU1叫 ed$tates， Vol. !I， 1966， P 
80 スヲイディゾグ・スケー ノレについては lS. Robinson， oJう cit 参照。
28) 改を参照 神代和欣独占の労働問隠と社会理論p 越村信三郎編「最近の独占研究I昭和41年，
2号2-253ベジ Comrnonsand Associates， op. dt.， p. 80 
30 (114) 第 102巻第2号
第B表鉄鋼業の労働組合組合員数の推移













1877 3，755 1900 14，035 
1879 5，400 1901 13，893 
1881 10，359 1902 14.467 
1882 16，003 1907 10，216 
1885 5，702 1909 6，295 
1887 11.426 1911 4，355 
1889 16，117 1916 7，860 
1891 24，068 1918 16，000牢
1892 20，975 1919 100，000牢
1893 13，613 1933 4，800牢
1894 10，000 1935 10，000* 
地 R.A Lester， Econor.μ CS of Labcγ， 
1949， p. 845 






















20) 合同したのは次の4組合である。 UnitcdSons of Vulcan; A田 ociatcd Brothcrhood of 
1ron and Steel Heaters， Rollers and Roughers; 1ron and SteeI Roll Hand's Union 
United N:;.ilers.，なお， 1890年代に合同鉄鋼錫労働組合 (AmalgamatcdAssociation of 1ron， 
Steel and Tin Workers)となった。J.S. Robinson， op. cit.， pp. 9-10， p.18 
30) 神代和欣j 前掲論文， 252.256ペ ジ。
31) R F. Hoxle， Tl四 deUni。削S例間 theUnited 5tates， 1923， pp 96-97， p.243， p.346; R 
A. Lester， LabO"1 and j.仰dust"1ialRclabo憾s，1951， pp. 185-186 
32) 188C年代をすぎると熟練の必要性が減少した。 Commonsand AssoClates， op cit.， Vol IV 
p. 98. 1900年頃，鉄鋼業は大多数才、熱諦工からなり， usステイ ルでは148.000人のポ熟輔工
がし、た。 P.S. Forner， Hl叫O"1yof the Labo1' Moveme叫同 theUmted States， Vol. 3， 1964， 
p. 78 神代和欣，前掲論文田2-256へジ。























33) P. Taft. 0沼田旬zerlLabor in Amet'ican History， 1964， pp. 139-145 
34) L. L. Lowin. The Ameyican Federation 0/ Laboy， 1933， p. o3 
35) P. S. Forner， op. cit. p. 81 
36) P. Taft， op. cit.， p. 194 
:17) P. S. Forner， op. cit， p. 78 
38) Commons and Associates. opμt. Vol. IV， p. 107 
:19) Ibid.. pp. 138-139 
40) L. L. LowIn， op. cit.， p. 71 
41) Ibid.， p. 180 























42) Ibid.， p. 180-182 
43) CommOns and _Associates， op. cit.， VoL IV. p. 465 
44) P. Taft， op凶， p. 671 なおj 敗北の理由の詳細は次を参照。 C.W H. Carpenter目 Case
5turly in CoUect仰 eBarg旧制ng，1953， pp. 28-29: Commons and Associates， ot. cit" Vol 
IV， p. 467; R. A. Lester， op凶 p.845

















1919 403，765 3，260，068 4，125，200 9.8% 
1922 690，000 3，195，635 4，027，400 17.1 
1924 1，240，704 2，865，799 3，536，100 35.1 
1926 1，369，078 2，803，966 3，502，400 39.1 
1928 1，547，766 2，896，063 3，479，800 44.5 
1932 1，263，194 2，532，261 3，111，300 40.1 
1935 2，500，000 3，753，300* 4，2Cコ，日00 59.5 
キ LeoTroy， T-rade Union MembershiP， 1897-1962，1965， 
p. 1 
H. A. Millis and R. E. Montgomery， Qrganioed Labor 
1945， pp. 837， 841 
第10表会社組合の結成
| 会の社結組成数合
1900 以前 3 
1900-1914 8 
1915 -1919 87 
1920 -1922 31 




1. Bernstein， .Umon Growth 
and Structu:ral Cycles ". in 
W. Galenson and S. M. Lipset 
(ed.)， Laboyanli T，岬 de U~叫­




47) R Eoxie， op. cit.， p.97， p.346;神代和欣j 前掲論文， 257ペー ジ，審問。
48) Commons and Associates，ゅのt.，pp. 138-139参照。
49) H. A. Millis and R. E. Montgome:ty， Qyganized Laboη1945， p. 146 D. 








機 械 39.6 
非鉄金属 23.0 
織 物 6.3 
皮 草 17.7 














ジ日 y ・F ・ノレイ λの指導の下に，産業別組織委員会(Committeefor Industrial 
Organiza tion)が結成され， 1936年6月，鉄鋼労働者組織委員会 (Steelworkers
白 ganizmgCo四回it担めが設けられた。 1936年11月までにその組合員は 8万2





50) J，仇 d.，p. 194 
51) W. Galenson， "The Unionization of American Steel Industry"， International R四岬
01 $ocial His初ry，VoL 1， 1956， p.21 
雛型突捗と産業別封働組合

























































Leo Troy. Trade Union 
MembershiP， 1897-1962 
1965， Table A-2 
53) Robert R. R. Brooks， As Steel Goes， 1940， p.120; U. S Department of Labor， ColZective 
Ba市邸前ng四 IheBasic Steel Inaustry， 1961， pp. 232-239， pp. 240-243 
























54) Ibid.， p. 244， p. 246 
55) G. Seltzer， op. cit.， pp. 323-321 
56) 雇主は交捗を目的とした雇主団体を結成することは少なし結成してもすぐ反組合運動の機関
となった。1.Bernstaio， 噌 cit pp. 81-87毒照。また.鉄鋼業には雇主団体は存在しなかフ
た。RoyPattersOll， "Col1ective Bargaining with AssociatlODs and Groups of Employers"，~ 
M.ω#hly Laboグ R.eview.Vol. 64， No. 3， March 1947， p.405 


























57) 熊沢誠，労働力需要の質と量， (1)， r甲南経済論草」揖7巻構1号a 昭和41年 9月， 73-74ベ
ジーz参照K.Alexander， cp. cit.， p.28 なお，封働組織と労働市場の関係について次を参



























岡功J 前掲論文 (2)，49-53ペー ジ，参照。
59) 労働組合は労働市場の分断を認めると経営の非龍平の犠牲をうけることがあり，組合はこれを
嫌う。 K.Alexander， 0タ cit.p..26 
-60) L. G. Reynolds， op. cit.， pp. 29-33 



























盈がみられる。次を参照。 M倒的:lyLabor Review， Vol. 62， No. 3， Ma民 h1946， pp. 426-429 
62) IJ池和男氏はj 岸本英太郎民を批判してz経新主体による骨働市場の範囲の変化の理解から遠
ざかる。小池和男j 前踊書， 140-14-1ベ ジ。
